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年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
、
会
員
の
皆

様
に
は
、
商
工
会
運
営
に
あ
た
り
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
よ
り

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
時
代
の
令
和
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

皆
様
方
は
、
ど
の
様
な
思
い
と
気
持
ち
で
臨

ま
れ
ま
し
た
か
？
私
事
で
す
が
、
昨
年
の
７

月
下
旬
に
大
好
き
な
山
登
り
、
令
和
の
初
登

山
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。岩
手
県
の
名
峰

『
早
池
峰
山
』で
す
。宮
沢
賢
治
の
故
郷
、花
巻

に
あ
る
山
で
す
。「
雨
に
も
マ
ケ
ズ
、
風
に
も

マ
ケ
ズ
、
雪
に
も
夏
の
暑
さ
に
も
マ
ケ
ズ
、

丈
夫
な
カ
ラ
ダ
を
も
ち…

」。数
々
の
名
作

を
残
し
た
童
話
作
家
の
故
郷
に
一
度
は
行

っ
て
み
た
い
と
の
思
い
が
実
現
し
た
の
で

す
。岩
手
は
さ
す
が
に
遠
い
で
す
。東
北
道

で
花
巻
イ
ン
タ
ー
を
降
り
て
、
一
路
東
に
向

か
っ
て
約
一
時
間
で
岳
集
落
に
。そ
れ
か
ら

麓
の
河
原
坊
に
あ
る
民
宿
に
前
泊
。翌
朝
６

時
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
登
山
口
の
あ
る
小

田
越
ま
で
。（
自
家
用
車
乗
り
入
れ
禁
止
）
山

稜
は
穏
や
か
な
も
の
の
、
蛇
紋
岩
の
荒
々
し

い
山
肌
に
覆
わ
れ
た
早
池
峰
山
が
目
前

に
！
大
岩
を
ひ
と
つ
ず
つ
乗
り
越
え
て
高

度
を
か
せ
ぐ
。こ
の
岩
は
ツ
ル
ツ
ル
よ
く
滑

る
。道
の
両
側
に
こ
の
山
特
有
の
植
物
が
。

そ
し
て
特
に
花
好
き
の
人
に
は
憧
れ
の
ハ

ヤ
チ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
（
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
）
が
目
を
ひ
く
、
八
合
目
で
鉄
梯
子
を
登

り
頂
上
へ
。３
６
０
度
の
展
望
は
素
晴
ら
し

い
。祠
に
お
参
り
し
て
そ
れ
で
は
下
山
。縦

走
す
る
か
！
と
い
う
こ
と
で
稜
線
を
行
く

こ
と
に
し
、
中
岳
、
鶏
頭
山
を
経
て
岳
集
落

に
着
き
ま
し
た
。８
時
間
ほ
ど
の
行
程
で
体

は
ヘ
ト
ヘ
ト
。宿
に
到
着
、
ビ
ー
ル
で
カ
ン

パ
イ
！
そ
し
て
大
宴
会
。酒
が
う
ま
い
。こ

れ
が
実
は
一
番
な
ん
で
す
。

　
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
は
、
こ
の
地
域

に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
が
、
豊
か
な
自
然
が

あ
る
の
は
大
変
素
晴
ら
し
い
と
実
感
し
ま

す
。
交
通
の
便
も
生
活
環
境
も
住
み
や
す

い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
冬
の
雪
が
こ
の
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
的
に

マ
イ
ナ
ス
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
大
事
な
資
源
と
捉
え
、
特
に
春
の
山
菜

は
雪
解
け
の
水
の
お
か
げ
で
大
変
お
い
し

い
。
雪
国
だ
か
ら
こ
う
い
う
お
い
し
い
食

が
生
ま
れ
る
。
地
域
の
価
値
を
上
げ
る
前

向
き
な
発
言
と
こ
の
地
の
暮
ら
し
を
楽
し

み
な
が
ら
、
観
光
分
野
と
同
様
に
発
信
す

る
こ
と
が
よ
そ
か
ら
の
移
住
、
定
住
を
す

す
め
る
の
に
大
切
な
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
良
い
環
境
と
お
い
し
い
空
気
の
中

で
適
度
な
運
動
を
し
て
、
健
康
に
注
意
し

な
が
ら
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
ま
す
ま
す
繁

盛
と
御
多
幸
と
平
和
な
一
年
で
あ
る
事
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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本
年
度
第
３
回
理
事
会
で
は
、

１
．
新
会
員
の
加
入
承
認
と
脱
退
者
の

　
　

報
告
に
つ
い
て

２
．
一
般
会
計
第
２
次
収
支
更
正
生
予

　
　

算
に
つ
い
て

３
．
南
魚
沼
市
内
３
商
工
会
経
営
発
達

　
　

支
援
計
画
の
認
定
申
請
の
承
認
に

　
　

つ
い
て

４
．
令
和
２
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い

　
　

て

５
．
薮
神
支
部
・
大
崎
支
部
総
代
の
補

　
　

欠
選
挙
体
制
に
つ
い
て

の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
和
商
工
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
が
、

市
民
生
活
を
支
え
る
商
工
業
の
振
興
の

た
め
日
々
邁
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
九
月
二

十
二
日
に
魚
沼
市
と
共
同
で
J
R
浦
佐

駅
に
「
う
お
ぬ
ま
・
浦
佐
駅
観
光
案
内

所
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
外
国
人

観
光
客
に
対
応
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

っ
た
観
光
案
内
を
行
う
ほ
か
、
二
〇
二

一
年
度
中
に
復
旧
工
事
の
完
了
を
予
定

し
て
い
る
只
見
線
の
「
只
見
、
尾
瀬
、

会
津
へ
の
玄
関
口
」
と
し
て
の
役
割
も

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
案
内
所

を
拠
点
と
し
て
多
く
の
観
光
情
報
を
発

信
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

開
所
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
新
潟
日

報
社
主
催
に
よ
る
「
米
と
酒 

魚
沼
の

陣
」
で
は
約
八
千
名
が
来
場
す
る
大
盛

況
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
三
月
二
十
六
日
に
福
島

県
楢
葉
町
・
広
野
町
を
出
発
す
る
聖
火

リ
レ
ー
は
、
六
月
五
日
に
新
潟
県
に
入

り
、
こ
の
日
の
最
後
に
当
市
を
走
り
、

最
終
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
て
行
わ
れ
る
セ

レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
祭
典
）
が
「
八
色

の
森
公
園
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
セ
レ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
盛
大
な
ス
テ
ー
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
七

月
二
十
四
日
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
を

目
前
に
し
て
、
世
界
最
大
の
祭
典
を
市

民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
祝
う
、
素
晴
ら

し
い
機
会
に
な
る
こ
と
と
、
大
き
な
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
返
礼
品
の
取

組
で
は
、
引
き
続
き
多
く
の
方
か
ら
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
と
し

た
南
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
へ
発
信
し
、

市
の
魅
力
を
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
皆
様
よ
り
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
大
和
商
工
会
並
び
に
会
員

の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
活

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

南
魚
沼
市
長
　
林
　
　
茂
　
男

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　 

申
し
上
げ
ま
す

大
和
商
工
会
役
員
一
同

会
　
長
　
青
木
　
文
治
（
芹
田
）

副
会
長
　
関
　
　
博
行
（
浦
佐
）

副
会
長
　
上
村
　
賢
司
（
大
倉
）

理
　
事
　
飯
酒
盃
和
幸
（
大
崎
）

理
　
事
　
石
田
　
孝
之
（
浦
佐
）

理
　
事
　
山
田
　
長
広
（
今
町
）

理
　
事
　
今
井
　
鉄
也
（
桐
沢
）

理
　
事
　
内
田
　
悦
夫
（
浦
佐
）

理
　
事
　
小
島
　
和
博
（
浦
佐
）

理
　
事
　
笠
原
　
貴
浩
（
浦
佐
）

理
　
事
　
川
島
　
弘
之
（
浦
佐
）

理
　
事
　
小
島
　
哲
也
（
浦
佐
）

理
　
事
　
山
田
　
　
勝
（
浦
佐
）

理
　
事
　
行
方
　
健
一
（
一
村
尾
）

理
　
事
　
千
喜
良
幹
嗣
（
九
日
町
）

理
　
事
　
田
中
　
忠
司
（
水
尾
）

理
　
事
　
目
崎
　
定
男
（
大
崎
）

理
　
事
　
駒
形
　
栄
一
（
黒
土
新
田
）

理
　
事
　
山
崎
　
一
男
（
堂
島
新
田
）

理
　
事
　
山
崎
　
輝
雄
（
山
崎
）

理
　
事
　
目
崎
　
公
男
（
大
崎
）

理
　
事
　
須
佐
　
朝
子
（
浦
佐
）

監
　
事
　
門
山
　
好
和
（
浦
佐
）

監
　
事
　
小
川
　
　
博
（
市
野
江
）
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令
和
元
年
度

第
３
回
理
事
会
開
催

11月1日



　

記
念
す
べ
き
30
回
目
を
迎
え
た
大
和

商
工
会
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
が
越
後
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
第
30
回
を
祝
し
、
今
回
限
定
の
特
別

賞
も
設
け
て
開
催
！

　

開
会
式
で
は
前
大
会
か
ら
再
開
し
た

始
球
式
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で
記
念

写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
な
が
ら
も

表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。
ス
イ
ン
グ
に

も
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。
途
中
雨

に
当
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全

チ
ー
ム
最
後
ま
で
プ
レ
ー
し
、
会
員
間

の
交
流
を
多
い
に
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
大
和
商
工
会
で
は
、南
魚
沼
市

か
ら
業
務
委
託
を
受
け
７
月
〜
11
月
の

間
、販
路
開
拓
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
に
い
が

た
」へ
の
出
展
支
援
、
展
示
会
参
加
に
あ

た
り
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
実
施
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い

が
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
白
井
憲
一

氏
を
お
招
き
し
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

し
ま
し
た
。F
C
P
シ
ー
ト
の
作
成
方
法
、

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
に
出
展
し
成
功
す
る
為

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、初
め
て
展
示
会
に
出

る
事
業
者
に
と
っ
て
は
有
意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、「
出
展

す
る
こ
と
」を
目
標
と
し
て
は
い
け
な
い
。

展
示
会
・
商
談
会
が
終
わ
っ
た
時
か
ら

が
ビ
ジ
ネ
ス
の
本
番
で
あ
る
。展
示
会
の

効
果
測
定
に
つ
い
て
は
、ビ
ジ
ネ
ス
で
あ

る
以
上
数
字
で
把
握
す
る
こ
と
。今
回
の

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い

が
た
２
０
１
９
で
、
３

回
シ
リ
ー
ズ
に
渡
る
講

義
内
容
を
是
非
実
践
し

て
い
た
だ
き
、
チ
ャ
ン

ス
を
掴
ん
で
ほ
し
い
と

参
加
事
業
者
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

展
示
会・商
談
会

セ
ミ
ナ
ー

9/6（金）
10/1（火）
10/7（月）

　

南
魚
沼
市
地
域
産
業
支
援
連
絡
協
議

会
（IC
LO
V
E

）
で
は
創
業
者
を
対
象

に
「
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

大
和
商
工
会
で
は
「
経
営
」
と
「
販

路
開
拓
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
小
企
業
診

断
士
の
小
松
俊
樹
氏
よ
り
成
功
す
る
創

業
ポ
イ
ン
ト
や
創
業
計
画
書
の
書
き
方
、

誰
に
何
を
ど
う
や
っ
て
売
る
の
か
、
わ

か
り
や
す
く
事
例
も
交
え
た
内
容
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
昨
年

度
薮
神
に
て
創
業
さ
れ
た
、
ヘ
ヴ
ン
ズ

カ
フ
ェ
の
グ
レ
ン
・
デ
ボ
ン
氏
と
大
平

美
恵
氏
か
ら
も
創
業
体
験
談
を
発
表
い

た
だ
き
、
受
講
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
今
後
も
創
業
支
援
に
各

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
力
を
入
れ

て
い
き
ま

す
の
で
、

該
当
さ
れ

る
方
が
お

ら
れ
ま
し

た
ら
、
相

談
窓
口
と

し
て
是
非

ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

10/9（水）
10/16（水）

第
30
回
商
工
会
長
杯

ゴ
ル
フ
大
会

9/11
（水）

　

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て

「
し
ん
く
み
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
和
商
工

会
か
ら
は
㈲
松
よ
し
と
㈱
お
ら
し
ょ
の

野
菜
の
２
社
が
冷
凍
八
海
そ
ば
と
雪
室

野
菜
の
P
R
の
為
に
出
展
し
ま
し
た
。

当
日
の
来
場
者
数
は
４
，８
０
１
名（
内
、

バ
イ
ヤ
ー
８
４
４
名
）、
出
展
社
数
は
２

２
７
社
と
会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。会
場
で
の
販
売
は
せ
ず
、
試
食

と
い
う
形
で
し
た
が
来
場
者
の
反
応
も

良
く
、
用
意
を
し
た
試
食
も
終
了
時
間

前
に
無
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。大
手
企

業
の
福
利
厚
生
を
担
っ
て
い
る
会
社
の

立
ち
寄
り
も
あ
り
、
今
後
の
販
路
開
拓

へ
つ
な
が
る
出
展
と
な
り
ま
し
た
。次

年
度
以
降
も
商
工
会
で
は
展
示
会
へ
の

支
援
を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

し
ん
く
み
食
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
展

10/30
（水）

優　勝：目崎 定男（㈱やまと食品）
準優勝：上村 哲男（㈲上村工務店）

商　　工　　や　　ま　　と（３）



11/6（水）
11/7（木）
11/8（金）

　

南
魚
沼
市
と
の
販
路
開
拓
支
援
と
し

て
「
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た
２
０

１
９
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

大
和
商
工
会
か
ら
は
、
昨
年
度
よ
り

地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
、
八
色
天
恵
菇
の
軸
を

加
工
し
た
商
品
や
塩
を
開
発
し
た
㈱
小

玉
屋
が
出
展
し
ま
し
た
。
３
日
間
と
い

う
長
丁
場
の
出
店
で
し
た
が
、
来
場
者

数
は
１
０
，
２
３
２
名
と
バ
イ
ヤ
ー
を

始
め
と
し
た
様
々
な
企
業
が
会
場
を
訪

れ
ま
し
た
。
商
品
開
発
の
段
階
で
、
見

本
市
と
い
う
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
の
性
質
を

利
用
し
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
価
格
、

流
通
方
法
な
ど
様
々
な
分
野
の
方
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
展
示
会
へ
の
初
出
展
と
な
り
ま

し
た
が
、
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
も

あ
り
、
ブ

ー
ス
へ
の

来
訪
者
の

反
応
は
非

常
に
良
く
、

商
品
化
へ

大
き
く
前

進
し
た
有

意
義
な
出

展
と
な
り

ま
し
た
。

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た

2
0
1
9
出
展

　

次
年
度
も
地
域
資
源
を
活
か
し
た
商

品
開
発
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。
自
社

商
品
の
新
規
開
発
の
他
、
既
存
商
品
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
専
門
家
を
交

え
て
の
支
援
と
な
り
ま
す
の
で
ご
興
味

が
あ
る
方
は
商
工
会
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
和
商
工
会
と
法
人
会
大
和
地
区
会

で
は
１
月
24
日
（
金
）
①
14
時
00
分
〜

16
時
00
分
②
19
時
00
分
〜
21
時
00
分
の

２
回
に
わ
け
て
「Google

マ
ッ
プ
活
用

セ
ミ
ナ
ー
」
を
大
和
商
工
会
館
に
て
開

催
し
ま
す
。

　

今
やGoogle

マ
ッ
プ
は
単
な
る
地
図

ア
プ
リ
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
口
コ
ミ

等
で
情
報
発
信
が
で
き
る
S
N
S
と
し

て
の
側
面
も
持
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自

社
・
自
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
と
同
じ
以
上
に
、Google

マ
ッ
プ
で

の
集
客
対
策
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
初
め
て
の
方
で

も
す
ぐ
に
活
用
可
能
なGoogle

マ
ッ
プ

を
活
用
し
た
最
新
の
集
客
術
を
解
説
し

ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
お
配
り
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　

労
働
者（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を

含
む
）
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
の
各
種
給
付
金
の
ほ
か
、
雇
用
の
安

定
の
た
め
に
事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
助

成
金
な
ど
の
各
種
支
援
制
度
も
設
け
ら

れ
て
お
り
、
労
働
者
は
も
と
よ
り
事
業

主
の
た
め
に
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

制
度
で
す
。
ま
た
、
人
手
不
足
の
折
、

事
業
主
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
良
い
人
材
を
確

保
す
る
意
味
で
も
、
労
働
保
険
に
必
ず

加
入
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
主
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た

は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）
で
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

新
潟
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険
徴
収

課（
電
話
０
２
５‐

２
８
８‐

３
５
０
２
）

　

又
は
、お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
・

公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

G
oogle

マ
ッ
プ
活
用

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

労
働
保
険
に
必
ず
加
入
を

〜
労
働
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
会
社
に
、

人
が
集
ま
る
で
し
ょ
う
か
。〜

　

魚
沼
圏
域
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た

職
場
体
験
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
事
業
者
は
令
和
２
年
１
月
10

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
希
望

事
業
者
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】 

　

令
和
２
年
３
月
５
日（
木
）・
６
日（
金
）

【
募
集
企
業
】

　

30
社
程
度

※

１
ク
ー
ル
が
１
日
又
は
２
日
の
イ
ン

　

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※

生
徒
の
希
望
に
基
づ
き
マ
ッ
チ
ン
グ

　

を
行
う
た
め
、
受
入
生
徒
を
確
約
す

　

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
催
：
南
魚
沼
市

企
画
運
営
：（
一
社
）
南
魚
沼
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
機
構　

電
話
：
０
２
５‐

７
７
８‐

０
５
１
１

メ
ー
ル
：info

＠m
m
do-m

achi.org

商　　工　　や　　ま　　と （4）

高
校
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

職
場
体
験)

受
入
事
業
者
の
募
集



■活用実績インタビュー■　㈱おらしょの野菜 （代表取締役　中島　亘）小規模事業者
持続化補助金

Q 事業概要・経歴など
　平成２１年に株式会社を設立。地元魚沼産を中心
としたお米や野菜、各種特産品を取り扱っています。
生産者さんと直接顔が見える取引をしており、確かで
安全な品質はもちろん、それぞれの旬に合わせた食材
の提案などを通じて、お客様にご満足いただけるよう
努力しています。主なお客様は飲食店が中心となりま
すが、業種にとらわれず、ご縁を大切にし、柔軟に事業
に取り組むことをモットーとして活動しています。

Q 補助金を申請した当時の課題
　自社に野菜などの生鮮物を良好な状態で保存でき
る設備がなく、お客様から急な注文が入っても、即時
に対応することが難しい面がありました。また、葉物な
どは自然の状態で保管しておくと、萎れることが多くす
ぐに売り物にならなくなっていまい、廃棄ロスにつな
がっていました。

Q 補助金を活用した取組みの内容
　商品の鮮度を保ったまま自社で保存できるように、
冷蔵ストッカーと冷凍ストッカーを自社に導入しました。

Q 補助金を活用して得た効果
　自社でも良好な状態で在庫を持てるようになり、仕
入先の定休日で対応が不可能だったケースにおいて
も対応可能となりました。それにより機会ロスが減少
し、売上に結び付きました。また、葉物なども長期保存
することができるようになり、課題のひとつであった廃
棄ロスも減少し、利益の確保にも繋がりました。自社
に来られたお客様へ話だけではなく、現物を見ていた
だいたり、試食してもらうことも可能となり、営業面に
おいてもプラスとなりました。

Q 補助金を活用しての感想、今後の事業への取組み、
PR事項

　補助金申請を通じて、自社の状況分析から経営課
題の把握、課題解決に向けての方向性など考え方を
整理することができました。
　これからも地域を大切に、安心安全は当たり前のこ
と、魅力ある食材をお客様にお届けできるように、引き
続き事業に一生懸命取り組んでいきたいと考えていま
す。魚沼の食材をお求めの際は、是非お声かけくださ
い！

　この度、商工会に加入させていただきました新
星工業です。
　一昨年まで東京の方で解体業をしていまして、
南魚沼に帰ってくるのを機に開業しました。今ま
でやりがいを感じられる仕事に就くことができま
せんでしたが、今やっとやりがいを感じながら、
楽しく仕事ができています。
　今の時代、外の仕事は若い人達にとってあまり
受け入れがたい部分もあるようですが、辛いだけ
ではなく「思っていたよりも楽しいかも」と思っ
てもらえるような職場にしたいと考えております。
　また、これからの時代、空き家がどんどん増え
ていき、将来性のある職種でもあります。近年ブ
ラック企業と呼ばれる企業などがたくさんありま
すが、このような会社が1社でも無くなるように、

明るい南魚沼市を作りたいと考えています。
　少し内容がズレていると思われますが、「一
人でも多くの人が楽しく仕事ができる職場」を
理念に事業を始めたので、強い想いを伝えさせ
ていただきました。
　もちろん仕事は「丁寧・安全・綺麗」な仕事
をしますので、建物解体を依頼することがあり
ましたら、新星工業をぜひともよろしくお願い
致します。

事業主：星　圭祐
南魚沼市浦佐5515-3　080-4868-7285

会員事業所紹介新星工業

商　　工　　や　　ま　　と（5）



編集者より
～あとがきにかえて～

　

年
号
が
令
和
に
変
わ

り
、
初
め
て
の
正
月
で

す
。
皆
さ
ん
、
初
夢
見

ま
し
た
か
？

　

年
頭
に
は
何
か
と
今

年
の
目
標
だ
と
か
、
心

に
秘
め
て
い
る
決
意
や

計
画
を
今
年
の
抱
負
と
し
て
表
し
ま

す
が
、
子
供
の
時
に
は
無
限
大
に
あ

っ
た
夢
が
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
少

な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
学
校
の
頃
、「
大
人
に
な
っ
た

ら
ど
ん
な
仕
事
に
就
く
か
」
と
い
う

先
生
の
質
問
に
、
父
が
大
工
な
ら
工

務
店
の
社
長
さ
ん
、
家
が
ラ
ー
メ
ン

屋
な
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
、
な

ど
と
親
の
仕
事
を
見
な
が
ら
ハ
イ
カ

ラ
な
職
業
を
発
表
し
ま
し
た
。
た
だ

一
人
、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の
運
転
手

と
発
表
し
た
小
学
生
は
、
親
の
仕
事

と
関
係
な
く
、「
給
料
が
良
い
ん
だ

ぞ
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
仕
事
も
必
要
だ
と
頼
り
に

し
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
仕
事

と
し
て
成
り
立
つ
。
時
代
と
共
に
仕

事
の
内
容
だ
っ
た
り
、
想
像
も
つ
か

な
か
っ
た
仕
事
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　

昔
は
こ
う
だ
っ
た
と
こ
だ
わ
ら
ず
、

な
か
な
か
こ
の
歳
で
は
夢
は
抱
け
な

い
が
「
お
ら
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
ぞ
！
」

と
言
い
な
が
ら
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
た
い
よ
う
に
勧
め
て
い
き
た
い
。

雪
ど
け
の
春
も
待
ち
な
が
ら…

。（
和
）

資料：ハローワーク　新潟経済社会リサーチセンター

主要経済指標
○有効求人倍率 
南魚沼　Ｒ１年１０月　２.４８
　　　　Ｒ１年 ９月　１.９６
　　　　H３０年１０月　３.２４ 

○新設住宅着工戸数
南魚沼　Ｒ１年　９月　１３
　　　　Ｒ１年　８月　１３
　　　　H３０年　９月　１６

○鉱工業生産指数（H２２年＝１００）
新潟県　Ｒ１年　８月　１０１.０
　　　　Ｒ１年　７月　１０２.０
　　　　H３０年　８月　１０６.０

○消費者物価指数（H２７年＝１００）
全　国　Ｒ１年　９月　１０１.９
　　　　Ｒ１年　８月　１０１.８
　　　　H３０年　９月　１０１.７
新潟市　Ｒ１年　９月　１０２.０
　　　　Ｒ１年　８月　１０１.７
　　　　H３０年　９月　１０１.７

○公共工事請負額
新潟県　Ｒ１年　９月　２５６億円
　　　　Ｒ１年　８月　２８９億円
　　　　H３０年　９月　２２２億円

　公益財団法人けんしん育英会では、令和２年度奨学生を以
下の通り募集します。

【募集資格】
　①県内在住の子弟で、県内の高校を卒業した者
　②学費の支払いが困難な者
　③４年制大学に進学した者（医歯薬学部の場合６年制も可）
　④心身とも健康な者
【貸 与 額】３０，０００円（月額）
【採用人数】１２名
【受付期間】令和２年２月３日（月）～
　　　　　　令和２年４月６日（月）まで
【申込方法】
　新潟縣信用組合本支店で受付を行います。
【貸与開始】
　　５月下旬の理事会で決定し、４月分から遡って貸与を開
　始します。
【返済方法】
　　貸与終了後１年間の据置期間経過後、１０年以内返済
（無利息）
【お問合せ先】けんしん育英会事務局
　　　　　　（TEL：０２５－２２８－４１１１）

けんしん育英会奨学生を１２名募集ご
案内

商　　工　　や　　ま　　と （６）

１月１７日（金）　六日町商工会　025-772-2590
２月　５日（水）　長岡支所　　　0258-21-0688
２月１３日（木）　水沢商工会　　025-758-3035
２月２７日（木）　小出商工会　　025-792-2124

　　　　 予約制となっておりますので
商工会へ事前にご連絡ください。

無料法律相談を開設します
－近隣での開催案内－

ご
案内

　納期の特例を受けている方の
納期限は

源泉徴収をした所得税及び
復興特別所得税の納期限

ご
案内

令和２年
１月２０日（月）です


